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死亡率が捕まるので書). 羽化役3日口の蛾を紋JTlした.
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10･クワハムシにたいする Thiotepa,Metepa,Tepa および IIempa の不妊化作用糊
伊庭正樹 (誠糸試験場Bg西支場)平野千里 (表糸試験吸化学部)★47.4.24受皿
クワハムシ雌雄成虫に thiotepa,metepa,tepaおよびhempaの希釈枚をPLE或したクワ井を与え,
それらの不妊化効果を検討した.雄成虫を処理して,如処理雌成虫と交尾させた災駿では,thiotepa
(0.01%以上),metepa(0.05%以上),tepa(0.025%以上)で幼い不妊化効果がみられた. これら
の効果は,主として貯化率の低下として観察され. 処軌こよって誘発された杓子核の炎常が原凶と
なったものと推定される.一方,hempaは4%紋明滅区でも堆成虫にたいして不妊化作用をいこな
い.
既交は噸成虫を処理した場合には,thiotepa(0,002%以上),metepa(0.2,%以上),tepa(0.05I
%以上)で地力な不妊化琴束がみられた. これらの不妊化効果は. 卵虫の発育抑制による産卵数の
氾少と,卵における発育異常の祝合された純米と考えられる.Hempa処理でも4%区ではいちじる
しい産卵数の滅少がみられたが,座下卵の卿化率は高く. 卵そのものにたいする特兵的な膨弓削まな
いものと考えられる.
クワEurt虫の放出剤による防除は.班IT]薬剤のカイコ
にたいする砧性,とくに班留iu性への配慮から.兆剤
の種斑や班用時期に少なからぬ制WJ-を受けており,天
敵の導入,誘殻法,不妊化法などをとり入れた,いわゆ
る総合防除技術体系の確立がいそがれている現状であ
る.本文はこのような背景のもとに,養蚕碩域におけ
る化学不妊剤の利用可石の目安を得るためおこなった
60
火映の一部であり,クワハムシ FLeuh'auxl'aal･maLa
にたいして4位の既知化学不妊剤を経口的に投与し.
★Presentaddress:PesticideResearch Labora･
tory,KochiUniversity,Nangoku･shi,Kochi-
783. 現在:高知大学g呈学部.
I+本報の一部は日本蚕糸学会節38回学術訴班会にわ
いて講演した.
